
 日向市行財政改革大綱（案） 概要  

 

Ⅰ これまでの行財政改革の取組状況（大綱（案）該当ページ ２～８） 

○第５次日向市行政改革大綱の実績（推進期間：平成24年度～平成28年度） 

削減効果額 約3億7,000万円（平成24年度～平成27年度） 

（１）債権管理の推進…債権管理条例の制定 

（２）積極的かつ効果的な民間委託の推進 … 一般ごみ収集業務の民間委託実施（一部） 

学校給食調理業務の民間委託実施 

（３）協働のまちづくり推進体制の充実 … まちづくり協議会の活動支援 

 市民協働に関する職員研修実施 

（４）庁内分権の推進 … 契約事務など部長の権限を拡大 部からの提案による組織改編 

（５）その他 … 自治体クラウドシステム運用開始 指定管理者制度導入施設モニタリング指針制定 

市税等のコンビニ納付開始 下水道事業会計の公営企業会計移行 

○第２次日向市財政改革プランの実績（推進期間：平成24年度～平成26年度） 

（１）収支改善 … 決算剰余金を、３年間累計で 12億7,000万円積み増し 

（２）財政指標 … 平成26年度決算値  経常収支比率：89.8％（目標  90.0％以下） 

実質公債比率：12.7％（目標  14.0％以下） 

将来負担比率：89.1％（目標 110.0％以下） 

（３）市債残高 … 平成26年度末残高 ：345億1,800万円 （目標 342億4,000万円以下） 

           ※数値目標を超えた理由：国道10号拡幅代行買収事業（約5億8,000万円） 

（４）主要３基金の残高 … 平成26年度末残高 ：60億4,600万円（目標 45億8,500万円以上） 
 

○今後の課題 

歳入の減少 … 合併特例期間終了による普通交付税の段階的減額、生産年齢人口減少による税収減 

歳出の増加 … 社会保障費、防災対策費、公共施設の老朽化に伴う更新費用などの増加 

社会経済情勢の変化等 … 市民ニーズの多様化・複雑化、行政ニーズの増大 

将来にわたって質の高い市民サービスを安定的に提供していくため、行政だけでなく市民一人ひとりも 

コスト意識を持ち、健全で持続可能な地域づくりを目指す取組が求められます。 

 

Ⅱ 本市の状況 （大綱（案）該当ページ ９～１６） 

 １ 人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

２ 財政の状況 

 ●歳入・歳出、財政指標、市債、基金、普通交付税、公共施設保有状況などの推移 

  ●中期財政見通し … 本大綱推進期間４年間における収支状況 

   平成29年度～平成32年度 ⇒ 累計で16億7,900万円の収支不足見込となる見通し 

 

 

Ⅲ 新たな行財政改革の基本的な考え方 （大綱（案）該当ページ １７～２０） 

１ 位置付け 

本大綱は「第２次日向市総合計画」を着実に推進するための行財政改革の基本方針を示す指針です。 

今回より「日向市行政改革大綱」と「日向市財政改革プラン」を一本化し「日向市行財政改革大綱」

として策定することで、より一体的な取組を推進します。 

２ 推進期間  平成２９年度から平成３２年度までの４年間（総合計画と合わせたもの） 

３ 基本的な方向性 

（１）地域経営の推進 （２）効率的な行政経営の確立 （３）持続可能な財政基盤の強化 

４ 主な財政目標 

（１）収支不足見込額の改善 …４年間累計の収支不足見込額 約16億8,000万円の解消 

（２）市債残高の圧縮 … 平成32年度末：約350億円（普通会計ベース）以下に圧縮 

※平成28～29年度の庁舎建設事業に伴う市債を加味して算出 

（３）財政指標の改善 … 平成32年度末：平成27年度決算における数値以下に抑制 

経常収支比率91.0％ 実質公債費比率 12.0％ 将来負担比率 79.1％ 

 

Ⅳ 具体的な取組 （大綱（案）該当ページ ２１～２６） 

 
 

新規の取組 

 

 

終了した取組 

 

人材の育成・活用
●職員の意識改革　●災害に対する職員対応能力の強化　●女性職員が
活躍する職場環境づくりの推進　●多様な任用形態による人材の活用　●人

事評価制度の適正な運用

地域経営の推進
市民に分かりやすい

市政情報の発信
●情報発信の充実　●広聴機能の充実

市民サービスの充実 ●窓口サービスの充実　●ＩＣＴの推進

市民との協働の推進と
地域活動の活性化

●地域コミュニティの活性化　●ＮＰＯの育成・支援

効率的な行政運営の確立
積極的かつ効果的な
民間活力の導入

●積極的かつ効果的な民間委託の推進　●一般ごみ収集業務の民間委託
の推進　●指定管理者制度の推進

簡素で効率的な

組織の運営

●行政経営システムの充実　●組織編制、機構の見直し　●公立幼稚園の
運営形態の見直し　●広域連携の強化　●事務事業の効率化　●組織力の

強化　●文書管理の適正化

不断の歳出改革と
将来負担の軽減

●財政指標の改善　●市債残高の圧縮　●基金の計画的な活用　●補助金
制度の適正な運用

定員管理・給与の適正化 ●時間外勤務の縮減　●職員給与等の適正化　●定員管理の適正化

持続可能な財政基盤の強化 経営視点に立った財政運営
●地方公会計制度の推進　●公共施設マネジメントの推進　●使用料、手

数料の見直し　●第三セクターの経営健全化　●公営企業の経営健全化

自主財源等の歳入確保
●債権管理の推進　●ごみ処理の有料化　●広告掲載事業の拡充　●ふる
さと日向市応援寄付金事業の拡充　●資金運用の強化

●公共工事のコストの見直し ●下水道事業の法適化 
●学校給食調理業務のあり方 ●直通電話方式の導入 
●環境マネジメントシステムの適正な運用 ●学校技術員のあり方 

●災害に対する職員対応能力の強化 ●文書管理の適正化 
●女性職員が活躍する職場環境づくりの推進 ●資金運用の強化 
●ふるさと日向市応援寄附金の拡充 

議案第２号 参考 


